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PC-904は 住友化学工業株式会社研究所において開発

された新規半合成ペニシリン製剤で,そ の抗菌力はグラ

ム陽性菌に対してはCBPCと 同等であるがグラム陰性菌

では Pseudomonas aeruginosa に対して Gentamicin

と同等の強力な抗菌力を有し,さ らに Klebsiella pneu-

montae や Serratia marcescens に も期待 で き る ユ ニ

ークな抗生剤である1,2)。

このたび,本 剤を泌尿器科領域における複雑性尿路感

染症に使用し,臨 床効果を検討する機会を得たのでその

戒綾を報告する。

1.対 象および投与方法

対象は徳島大学泌尿器科および当科関連病院に入院中

の尿路に基礎疾患を有する複雑性尿路感染患者15例 で,

そ の内訳は複雑性腎孟腎炎8例,複 雑性膀胱炎7例 であ

る。

年齢は28歳 から最高82歳 で,平 均は64歳 であっ

た。

投与方法は1回1gを 朝 夕2回 点滴静注し,投 与日数

は全例5日 間とした。

II.臨 床効果判定基準

判定基準は下記の方法に従った8)。

著効:起 炎菌陰伝化,尿 中白血球正常化(5/HF以 下,

た だしカテーテル留置例は10/HF以 下),自 覚症状の消

失。

有効:起 炎菌陰転化または103/m1以 下に減少したも

の,尿 中白血球または自覚症状の うちいずれか一方以上

が正常化したもの。

無効:上 記以外のもの。

III.臨 床 成 績

1)複 雑性腎孟腎炎(Table1)

いずれも発熱を伴った腎孟腎炎で8例 の うち,著 効3

例,有 効2例,無 効3例 で有効率は62.5%で あ った。

著効,有 効の5例 ではいずれも起炎菌の消失,解 熱効

果が認められた。

無効の3例 は Pseudomonas aeruginosa, Serratia

mnarcescens に よるものであったがいずれも不変で,解

熱効果もみられなかった。

なお,8例 中,7例 は留置カテーテル例(腎 痩3例 ・

尿管痕2例,経 尿道的2例)で あった。

2)複 雑性膀胱炎(Table2)

7例 の うち,著 効3例,有 効2例,無 効2例 で有効率

は71.4%で あ った。

著効の3例 は起炎菌の消失をみたが,有 効の2例 では

Klebsiella pneumoniae の 減少, Pseudomonas aeru-

ginosa の菌交代 (Strept. faecalis) にとどまり,無 効

の2例 の起炎菌は Enterobacter cloacae (Serratia mar.

に菌交代), Pseudomonas aeruginosa で あ った 。

なお,7例 中,カ テーテル留置例は無効の症例15だ

けであった。

以上,臨 床成績をまとめると15例 のうち,著 効6例

(40.0%),有 効4例(26.7%),無 効5例(33.3%)で

有効率は66.7%で あった(Table3)。

IV.細 菌学的効果

対象疾患を複雑性尿路感染としたため,PC-904投 与

前の尿中分離菌は大半の症例で2種 以上認められたが,

105/ml以 上の菌種の うち最多定量菌をもって起炎菌とし

た。

したがって,15症 例15株 中,消 失8株(53.3%),

減少1株(6.7%),不 変4株(26.7%),菌 交 代2株

(13.3%)で あった。

菌種別にみると, Pseudomonas aeruginosa は8株

中,消 失4,不 変3,菌 交 代1 (Strept, faecalis),

Klebsiella pneumoniae は3株 中,消 失2,減 少1,

Serratia marcescens は3株 中,消 失2,不 変1で,

Enterobacter cloacae の1株 は Serratia mar. に菌交

代 した(Table4)。

次に,起 炎 菌 別 に臨床効果をみると Pseudornonas

aerugz nosa は、著効3例,有 効2例,無 効3例 で有効

率 は62.5%,  Klebsiella pneumoniae は著効1例,有

効2例 で有効率100.0%, Serratia marcescens は著効

2例,無 効1例 で 有効 率66.7%, Enterobacter cloacae

の1例 は無効であった(Table5)。

V.副 作 用

本剤の投与前後にs-GOT,s-GPT,A1-P,BUN,血

中Creatinineを 測定しえた症例において,正 常値から

異常値に変動したもの,あ るいは投与後が投与 前 と比

べて異常高値を示した症例は1例 も認められ なか った

(Table6)。
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Table 3 Clinical results of PC-904 in complicated

urinary tract infections

また,そ の他にも本剤の影響と思われる副作用は経験

しなかった。

VI.巻 按

PC-904は Pseudomonas aeruginosa に対 し ては

Gentamicinと 同等 の 抗 菌 力 を 有 し, Serratia marce-

3cmsや Klebsiella pneumoniae にもすぐれた抗菌力

を示すことから,今 までにみられないユニークな合成ペ

ニシリン製剤として,そ の有用性が大いに期待されてい

た。

そこで,わ れわれは泌尿器科領域の複雑性尿路感染症

のなかで,主 として起炎菌が Pseudomonas aeruginosa,

Klebsiella pneumoniae, Serratia marcescens であっ

た症例に本剤を使用し有効率66.7%の 良好な結果を得

た。

細菌学的には, Pseudomonas aeruginosa は,8株 中

消失4(50%), Klebsiella pneumoniae と Serratia

marcescens は,と もに3株 中消失2で,こ の3菌 種で

は14株 中8株(57.1%)が 消 失 して お り,102/m1に 減

少した Klebsiella pneumoniae の1株 を加えると643

%に 効果がみられ,対 象が尿路に基礎疾患を有する複雑

Table 6 Laboratory findings before and after

administration of PC-904

b : before

a : after

性感染症であることと照し合わせて充分に満足すぺき成

績であった。

しかし,症 例数が15例 と少なく,PC-904のMICの

測定をしえなかったため,深 く追求することは困難であ

った。

また,投 与法(量)に ついても全例に1日2gを 使用

したため,doseresponceに 対する検討もできなかった

が,今 後の課題としたい。

Table 4 Bacteriological results

Table 5 Clinical results classified by causative organism
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副作用については本治験では憂慮すぺきものは1例 も

みられなかったが,投 与日数が5日 間と比較的短かった

ので,投 与量の増量,投 与日数の延長に際しては充分な

観察を要すると考える。

VII.結 語

泌尿器科領域における複雑性腎孟腎炎,肋 胱炎にPC-

904を 使用した。

1)投 与法は1日 量2gを 朝 夕2回 に分けて点滴静注

(500m1)し,投 与日数は全例5日 間とした。

2)臨 床効果は15例 のうち,著 効6例(40.0%),有

効4例(26.7%),無 効5例(33.3%)で,有 効 率 は

66Q7%で あ った0

3)細 菌学的効果は15株 中,消 失8株(5a3%),減

少1株(6.7%),不 変4株(26.7%),菌 交 代2株(13.3

%)で 菌種別ではPs.aeruimsaは8株 中,消 失4,

不 変3,菌 交代1,Kleb.Pneumoniasは3株 中,消 失

2,減 少1,Serr.mrcescensは3株 中,消 失2,不

変1で,Enterob.Cloacaeの1株 は菌 交 代 した 。

4)副 作用 は何 ら認 め られ な か った 。
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PC-904 was administered by intravenous drip infusion at the daily dosage of 2 g twice for 5 days
to 15 patients with complicated urinary tract infection.

Clinical results were excellent in 6(40.0%), good in 4 (26.7%) and poor in 5 (33. 3%). The effective
rate was 66. 7%.

In bacteriological results, there were eradication of the organisms in 8 (53. 3%), decrease in 1(8. 7%),
unchanged in 4 (26.7%) and colonization in 2 (13.3%) out of 15 strains.

No side effects were observed in this series.


